
Power Apps アプリ作成手順の画像作成について



フォーマットについて
*次ページで説明しています



① 環境名はサンプルと同じように枠線なしの紫色 #7030A0 でマスキングしてください

② 関数を四角で囲う場合は、数式バーのみ囲ってください

③ ボタンやフォームなど何のコントロールを選択しているかわかるように
選択しているものを四角で囲ってください

④ なるべくでいいので、”クリック”、”選択”、”広げる”など手順に記載の動詞を
画像が見づらくならない程度で加えてください

⑤ 矢印は、サンプルの色と同じ色、形にしてください

⑥ 拡大縮小は、アプリの全容が見えるようになるべく100%に近づけてください。

その他、納品方法など
・コントロールや文字の色は、挿入時のデフォルトの色を使用してください。
手順に色を変更する記載あれば同じ色にしてください

・アプリの名前は、手順の名前と同じにしてください

・納品について、PowerPointファイル(pptx) で納品してください。
ファイル名と拡張子は、以下のフォーマットでお願いします

●●アプリ作成手順.pptx

@不明点あれば適宜ご連絡ください

フォーマットについて



ご依頼させていただく作業については、以下のような手順をテキストでお渡しします。
同じように検証していただいて、手順がわかる画像を作成してください。
次ページサンプル

<●●アプリ作成手順>

1.https://make.powerapps.com/ へアクセス
2.左メニューより、[アプリ] をクリック
3.画面上部のコマンドバーより、 [新しいアプリ] – [キャンバスアプリ] の順にクリック 
4.アプリ名 “サンプルアプリ” 形式 : 電話 を選択して、[作成] をクリック
5.コマンドバーより、[挿入] – [テキストラベル] の順にクリック
6.画面右、プロパティー の テキスト に “サンプルアプリ” と入力 

作業について



*手順は含めないでください。

<●●アプリ作成手順>

1.https://make.powerapps.com/ へアクセスの画像

2.左メニューより、[アプリ] をクリックの画像

作業方法 1.Power Apps Studio 以外のサンプル



作業方法 2.Power Apps Studio でのサンプル
手順記載の動詞はなるべく入れるようにしてください



作業方法 3.Power Apps Studio でのサンプル
例えば、手順が、[挿入] – [テキスト入力]の順にクリックだった場合は、以下のように
画像を作成してください



作業方法 4.Power Apps Studio でのサンプル

選択

可能であれば納品後に調整が必要になった場合に備えて
挿入した図形を動かせるようにしておいていただけると助かります



ココナラ1案件につき4つの手順をお渡しします。

PowerApps が使える方であれば、大体1手順が40分以内で終わることを想定しています。

1-2人の方に継続して依頼が可能です。

テンポよく作業いただけるようであればおひとりで独占いただいても結構です。

ご検討の程お願いいたします。
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入力

マーキング用のテンプレート置き場
*ご自由に利用してください。
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